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    温泉ガールはエッチが大好き☆

    　

    みんと

    　

    列車の心地よい揺れに、ぼんやりと窓の外を眺めていると、風に潮の匂いが混じりだした。と思った瞬間、視界がパッと開け、目の前に真っ青な世界が広がった。

    抜けるようなブルーの空、どこまでも続く水平線の海。

    「わぁぁっ♪　すご～い！　先輩っ！　先輩っ！　起きて下さいっ！」

    向かいに座っている莉り央おが、あたしの肩を痛いくらいに叩いてはしゃいだ。

    「起きてるわよっ！」

    その手を払うと、あたしは目を大きく開いて相手を睨んだ。彼女はそんなことには動じることなく、無邪気な笑顔を向けて言った。

    「黙ってるから、寝てるのかと思っちゃいましたよぉ～」

    彼女は会社の後輩で、槙原莉央、年齢は二十三歳。奔放な性格で、いつも明るく、オフィスのムードメーカー。フワフワの茶色い髪に、白い肌、ピンク色のほっぺに、プックリした唇。今日はパフスリーブのシフォンチュニックに、デニムの超ミニスカート。自慢の長～い生足が、健康的な印象を与える。

    あたしは、岡本彩乃あやの、二十六歳。自分で言うのもなんだけど、とっても真面目な性格。それが服装にまで現れちゃって、ブルーストライプのシャツワンピース、っていう普通のスタイル。背が低く、地味であまり目立たない外見は、ちょっとコンプレックスだったりする。

    対照的なあたしと莉央の共通点。それは、二人とも温泉が大好きってこと。それがきっかけでしゃべるようになって、今では休日を利用しては、温泉めぐりをする仲になっている。今回、あたしたちは、ＧＷを外した五月の土日を利用して、東京から新幹線と電車で約二時間、海辺にある温泉町へと向かっている。

    「あっ！　写真っ！　写メ撮らなくっちゃっ！」

    莉央はデコレーションし過ぎて、ゴテゴテしてるケータイを取り出すと、窓から見える美しい風景を、パシャリと撮影した。実は一年くらい前から、『温泉ガールの旅日記』ってタイトルで、ブログを始めた。入浴した温泉の感想や、写真なんかをアップしてるんだけど、それなりに読んでくれる人もいて、同じように温泉めぐりをしてる人たちが、コメントを書いてくれたりする。

    元々、あたしも莉央も、日記なんて書く習慣はなかったんだけど、ブログは意外にも続いてる。なんだか思い出が増えていくような気がして、楽しいからかも。

    「ほら、先輩、笑って下さい」

    言われて、思わずニコッと笑うと、写真に撮られてしまった。

    「莉央、それはアップしないでよっ！」

    慌てて言うと、彼女は器用にケータイを操作しながら、ニンマリ笑った。

    「だ～いじょうぶですって、先輩の顔のところを、ハートマークで隠しておきますからっ♪」

    「絶対ね」

    「はいはい、先輩って、心配性ですよねぇ～」

    彼女が会社に入社して三年、うっかりミスはいまだに減ることはなく、そりゃあ、心配にもなるわよっ！　って言いたいところだけど、グッと我慢、我慢。ここは会社じゃないし、せっかくの旅行を台無しにしたくはない。

    心を落ち着けようと窓の外に目をやると、青い海に浮かぶ小さな船が点々と見えた。地元の漁師たちの船だろう。この辺りは何が獲れるのかな。予約した旅館は素泊まりのプランなので、夕食のお店を探さないといけない。今夜は、海の幸が食べられる和食なんかもいいかもしれない。そんなことを考えていると、お腹がぐぅぅっと鳴った。

    「やだ、ごめん」

    真っ赤になって莉央を見ると、彼女は気にする風もなくにっこり笑った。

    「向こうに着いたらランチにしましょう、さっきケータイで、レストランも調べておいたんで」

    「ありがと」

    こういうところは抜かりないんだから……仕事もこのくらい……、ダメダメ、今日は仕事のことは忘れよう。温泉をゆっくりのんびり楽しむのが目的なんだしね。

    あたしは目を閉じて、潮の香りがする風を頬に感じた。その心地良さに、ワクワクと心が浮き立った。

    　

    ★　　　★　　　★

    　

    駅に着くと、さっそく莉央が調べてくれたレストランへ向かった。そこは、駅から近くって、徒歩で数分。カフェのようなオシャレなお店だった。あたしたちは、シェフ自慢のビーフシチューと、ソフトクリームを食べた。

    「先輩、これからどうします？」

    「そうだなぁ～」

    お腹がいっぱいになって少し眠気を感じながら、これからの予定を考えてみた。この温泉町は古くからあるらしく、観光するなら、美術館や海洋公園、長さ六十メートルの吊り橋なんかもあったりする。でも、あたしたちの目的はあくまでも温泉っ！　ってことならやっぱり……。

    「旅館に荷物を置いて、外湯めぐりなんてどう？」

    「さんせ～いっ♪　浴衣で温泉街を歩くとかってぇ、レトロっぽ～いっ！」

    予定が決まったところで、お会計を済ませてお店を出ると、旅館へ向かって繁華街を歩いた。ＧＷを外したにも拘らず、街は観光客で賑わっている。家族連れや、年配の夫婦、若いカップルまで、誰もが楽しそう。

    予約していた旅館はすぐに見つかった。古いホテルのような外観で、部屋数が多く、安く泊まれるのが売りのようだ。フロントで手続きを済ませると、とくに案内もなく、自分で部屋まで行く。部屋にはすでに布団が敷かれていた。

    「わぁ～♪」

    莉央は荷物を放りだすと、布団にダイブした。

    「気持ちい～い♪　このまま寝ちゃいそう」

    確かにこのまま寝ちゃってもいいかぁ～、なんて誘惑にかられそうになるけど……。

    「ダメダメっ！　着替えて温泉行くわよっ！」

    「は～い」

    彼女は気だるげに起き上がると、恥ずかしげもなく服を脱ぎだした。

    「り、莉央っ！」

    奔放なのはいいけど、こういうところは困る。

    「どうしたんですか、先輩？　先輩も早く浴衣に着替えましょうよ」

    莉央は下着姿になると、布団の上に用意されていた花柄の浴衣に着替えた。ピンク色の浴衣に黄色の帯がカワイイ。

    「莉央こっち見ないでね」

    あたしは彼女に背を向けると、手早く浴衣を着た。そりゃあ温泉に入るときには裸になるんだし、いいじゃないと言われてしまえばそうなんだけど、なんだか抵抗があるんだよなぁ～。

    「先輩ってぇ～、そういうとこ、潔癖っていうかぁ、恥ずかしがり屋っていうかぁ」

    「そ、そうかな、慎み深いとかって言ってよね」

    「つつ……なんですかそれ？」

    「なんですかって、え～と、なんていうか……」

    「あれですね、カワイイってことですよっ！」

    急に莉央が背後から抱き付いてきた。

    「きゃぁっ！」

    あたしたちはバランスを崩して布団に倒れ込んだ。

    「もう、莉央っ！」

    柔らかな彼女の身体につぶされそうになって、押しのけようとしたとき、両手が莉央の小さな乳房を掴んだ。

    「やだっ♪　先輩ったらエッチぃ～っ♪」

    「ち、違うわよっ！　莉央が、莉央が……」

    口をパクパクさせてると、彼女がプッと笑った。

    「先輩ってやっぱりカワイイっ♪」

    「年上に向かってカワイイとか言わないのっ！」

    「え～、いいじゃないですか、カワイイですもんっ♪」

    「もう、莉央っ！」

    彼女は素早く起き上がると、あたしから逃げるように部屋の入口へ行って、下駄げたを履いた。

    「先輩、温泉に行きましょうっ♪」

    「あっ！　待ってっ！」

    あたしは慌てて、浴衣と同じ生地でできた巾着袋に、下着やタオルを入れた。準備ができて振り返ると、すでに莉央の姿はなかった。

    「ちょっとくらい待ってくれたっていいのに……」

    つぶやいたとき、扉が開いて莉央が顔を覗かせた。

    「先輩、早くしないと先に行っちゃいますよっ！」

    ぷっくりと頬を膨らませた彼女は、女のあたしから見ても超カワイイ！　男だったら瞬殺かも……。

    　

    ★　　　★　　　★

    　

    温泉街をカタカタと下駄を鳴らして歩くのは、非日常って感じで、それだけでもワクワクと心が躍り楽しい。すれ違う同じような観光客たちが、温泉街の雰囲気を盛り上げている。

    二軒の外湯に入って疲れたあたしたちは、駄菓子屋を併設したお茶屋で休憩することにした。木製の古びた椅子に腰かけてラムネを飲むと、火照った身体にシュワシュワと炭酸が美味しい。

    「東京から？」

    店のお婆さんに尋ねられて、あたしたちは頷いた。

    「そう、もうあそこには行ったの？」

    「あそこってぇ、どこですかぁ？」

    「あんたら知らないの？」

    あたしと莉央は顔を見合わせて、知らないよねぇと確認し合った。

    「繁華街からは離れてしまうんだけど、海のすぐそばに露天風呂があるのよ。地元の人間しか知らない穴場なんだけど、最近は温泉好きな観光客も多くて人気みたいだから、もう行ったのかと思ったわ」

    「えぇ～っ♪　そんな温泉があるんですかぁ！」

    莉央は目をキラキラさせて、お婆さんの話しに聞き入っている。

    「無人の露天風呂でね、無料だから行ってみるといいわよ」

    「入ってみたぁ～いぃ！　先輩、行ってみましょうよっ！」

    「でも……無人なんでしょ。ちょっと怖いかも……」

    「大丈夫ですよっ！　ねぇ、お婆さん」

    「ええ、地元の人間もよく行くから大丈夫よ。景色がねぇ、とってもキレイなのよ」

    「わぁぁ、先輩、行きましょうっ♪」

    「でも……」

    なんだか気が進まない。

    「もう、先輩ったらぁ！　せっかく教えてもらったんだからぁ、行きましょうよっ！」

    「う～ん……」

    彼女は行く気満々のようで、ラムネを一気に飲み干すと立ち上がった。

    「じゃあ、行ってみて、入るかどうか決めたらどうですかぁ？」

    そう言いながら、あたしの袖をグイグイと引っ張る。

    「分かったよ、行ってみて危険そうだったら帰るからね」

    ラムネを飲んでしまうと、莉央に引かれるまま立ち上がった。

    「やったぁ～っ！　お婆さん、ありがとう」

    「楽しんでおいで！」

    笑顔のお婆さんに見送られて、あたしと莉央は教えてもらった、地元の人が行くという穴場の温泉へ向かった。

    　

    ★　　　★　　　★

    　

    そこは本当に無人の露天風呂で、木製の小屋みたいな脱衣所があるだけの、簡単な作りだった。海に迫るような場所に温泉があって、その周りは簡素な仕切りがしてあるだけ。その上、男女の区別がなくって、混浴だった。

    「莉央、やめておこうよ」

    「えぇ～、せっかく来たのにぃ～。りお、入りたいですぅ～」

    「でも、混浴だし……」

    「今だったら誰も入ってないんでぇ、サッと入ってサッと帰れば大丈夫ですってっ！」

    「う～ん……」

    「もうっ！　先輩ったらホント心配性なんだからっ！」

    そう言うと、莉央はバッと大胆に浴衣を脱いでしまった。彼女の白い肌が露わになる。

    「ちょっと莉央っ！」

    慌てたけど遅くって、彼女はピョンピョンと跳ねながら、脱衣所を飛び出して行った。

    「もう、仕方ないなぁ～」

    あたしは誰もいないことを確認しながら、恐る恐る浴衣を脱いだ。小さなタオルで身体を隠しながら、脱衣所を出ると、そこはほぼ外って言っていいくらいだった。大自然の中に素っ裸で放り出されたみたいで、なんだか不安な気分でソワソワしてしまう。

    「先輩っ！　景色がすご～くキレイですよぉ～♪」

    湯船の中から莉央が手招きした。大きく手を振るたびに、彼女のＢカップの乳房が揺れている。奔放なのはいいけど、ちょっとくらい隠して欲しい……つい同性なのに赤面しちゃいながら、木き桶おけでかけ湯をすると、湯船に入った。

    肩まで浸かると、ちょうど目線に水平線がきて、どこまでも広がる海と抜けるような空が、信じられないほど美しい。

    「すごい……」

    言葉にならないって、こういった景色のことをいうんだなぁ～。温泉に入りながら、こんなに開放的な気分になれるなんて……来て良かったぁ～。心が癒されていくみたい。

    「ほらぁ、先輩、りおに感謝してくださいよぉ～」

    心を見透かすように莉央が言った。

    「うん、ありがとう、こんなにキレイな景色見ながら温泉に入れるなんて、すごくステキ！」

    いつも慎重になりすぎるあたしと、そんなあたしの背を押してくれる莉央。そりゃあ、彼女の行動にヒヤヒヤすることも多いけど、それでも、あたしたちは、なかなかいいコンビなのかもしれない。

    「あっ！　写メ撮らなくっちゃっ！」

    莉央はどこに隠し持っていたのか、ケータイを取り出すと、温泉から見える景色をパシャリと撮影した。

    「これをブログにアップしたら、みんな羨ましがりそうですねぇ」

    「穴場っぽいもんね」

    「そぉだぁ、先輩、笑って下さいっ♪」

    「だっ、ダメっ！」

    ケータイを向けられて、とっさに両手で顔を隠した。

    「なに考えてるのよっ！　裸なんだから写さないでっ！」

    「先輩ってぇ、おっぱい大きいですねぇ」

    「えっ！」

    莉央の視線が、あたしの胸に注がれているのに気付いて、慌てて胸を隠した。

    「ど、どこ見てるのよっ！」

    「だってぇ、先輩っていっつも身体を隠してるからぁ、よく見るとプルプルしてて、カワイイおっぱいですねぇ」

    「なに言ってるのよ……バカぁぁ……」

    「何カップですかぁ？　ちなみにりおわぁ、Ｂカップで～すっ！」

    「し、知ってるわよ」

    前に自分で言ってたのに、忘れちゃったのかな……。

    「あっ！　先輩だけ知ってるなんてずるいっ！　教えてくださいよぉ～。Ｃカップですか？　それともＤカップ？」

    「言いたくない……」

    だってこの胸は、あたしのコンプレックスの一つだったりするから。背が低くて、地味で目立たないあたしの、唯一の特徴といえば、このアンバランスに大きい胸だけ。

    「教えてくれないならぁ～、触って確認しちゃいますよぉ～っ！」

    「えぇっ！　きゃぁっ！」

    逃げようとしたけど遅かった、伸びてきた白い手に乳房を掴まれてしまった。ネイルされた細い指が、あたしの乳房にぶにゅりと食い込む。

    「りっ、莉央ぉっ！」

    莉央はモミモミ揉むと、

    「う～ん……」

    と考えるように唸った。

    「Ｅカップってトコかなぁ～」

    「そうっ！　Ｅカップっ！　だから、もう放してっ！」

    「先輩のおっぱいってぇ～、すごく柔らかぁ～いっ！　マシュマロみたいっ♪」

    どこにそんな力があるのか、どんなに暴れても莉央の手は胸を掴んで放してくれない。その上、なんだか胸を揉む手付きが……いやらしくなってる、ような……。

    「莉央やめてったらっ！」

    くすぐったいし、変な気分になっちゃうよ。

    「いいなぁ～大きなおっぱい、羨ましぃ～っ！」

    莉央の指が乳首を抓んだ瞬間、ゾクリと背中に電気が走ったように震えた。

    「やんっ！」

    変な声が出てしまって、慌てて口を押さえた。

    「先輩？」

    あたしの声にびっくりしたのか、莉央の力が緩んだ。その隙に、彼女の手から逃げ出した。そのまま彼女から離れると、小さなタオルで身体を隠しながら立ち上がった。

    「もうっ！　あたしは先に上がるからねっ！」

    これ以上一緒にいたら、何をされるか……。あたしは莉央に背を向けると、パシャパシャとお湯を蹴って、縁まで歩いていった。

    「先輩ゆっくりしましょうよぉ～」

    莉央は不満そうだけど、無視しちゃえ！

    しかし、湯船から出ようとしたとき、仕切りの向こうから話し声が聞こえてきた。それと同時に、屈強な体躯の男たちが、五人もズカズカと無遠慮に入ってくる。もちろん彼らは素っ裸で、前を隠そうともしていない。

    「うそっ！」

    あたしは慌てて首まで湯船に浸かった。

    み、見えなかった……よね……。

    そんなあたしの心配をよそに、男たちはバシャバシャと、豪快に水飛沫みずしぶきを上げながら入ってくる。

    「おぉ、先客がいたのかぁ～」

    「女の子じゃないか」

    さっそくあたしたちに気付いた男たちは、興味深げにジロジロと見てくる。女性に対する遠慮の欠片もない。

    どっ、どうしよう……出られなくなっちゃったじゃないっ！

    どんなに隠そうとしても、小さなタオルじゃたかが知れてるし、急いで出たとしても、半分以上見えちゃう。

    そんなの恥ずかしすぎてムリだよ……。

    「り、莉央ぉ～」

    助けを求めて彼女を見ると、莉央はニコニコ笑いながら、男たちに寄って行った。

    「り、莉央っ？」

    なに考えてるのよっ？

    「こんにちわぁ～」

    彼女ったら身体を隠そうともしていないうえに、は、話しかけてるしっ！

    み、見えちゃうじゃないっ！　っていうか、話しかけるんじゃな～いっ！

    ハラハラしながら、どうにかしなくちゃっ！　って思うんだけど、ちっとも名案が浮かばないよっ！

    「どうも、見ない顔だなぁ～、東京から？」

    男たちは、莉央の白い伸びやかな身体を、ジロジロ見ながら質問した。その目線がすごくいやらしく見えるのは、あたしの気のせいだろうか。

    「はい♪　会社の先輩と一緒に、温泉めぐりしてるんですぅ～」

    莉央は男たちの視線が気にならないのか、平気な様子で答えた。

    「へ～、そうなんだ。俺たちは地元で漁師をしてるんだ」

    「そうそう、漁が終わったらいつもこの温泉に入りにくるんだよ」

    「魚臭いとみんな嫌がるからなぁ～」

    笑い交じりに男たちが口々に答える。

    「だから、そんなに逞しいんですねぇ！　腕とかすっごく太いっ！」

    「まあな、でないと漁なんてできね～からな」

    自慢げに力瘤ちからこぶを作ってみせる男たち。太い腕が更に太く見える。

    「腕触ってもいいですかぁ？」

    莉央ったら、なにを言ってるのよぉ～！

    「おう！　いいぜっ！」

    一人の男が莉央の方に、陽に焼けた太い腕を差し出した。莉央は、ためらうことなく男の腕に白い指を這わせた。

    「わぁ～、カチカチ、硬～いっ！　先輩っ！　先輩も触ってみてくださいよぉ～、すご～く硬いからっ♪」

    「い、いいよ……あたしは遠慮しとく」

    莉央が誘ったことで、みんなの視線があたしに注がれて、それがいたたまれず、小さくなって消えてしまいたい気分。

    「え～、せっかくのチャンスなのにぃ～」

    チ、チャンスって……。

    「あんたら名前は？」

    「えっと、りおは莉央でぇ、先輩わぁ彩乃っていいますぅ」

    もうっ！　莉央ったら、勝手に名前とか教えないでよねっ！

    「へ～、莉央ちゃんと、彩乃ちゃんかぁ～」

    「女の子らしくてカワイイ名前だなぁ～」

    「えへっ♪　ありがとうございますぅ」

    「彩乃ちゃんもこっちへ来て、一緒にしゃべろうよ」

    「い、いいですっ！」

    ていうか、もう出たいんだけど……。

    「腕がこんなに硬いってことわぁ～、あっちも硬いんですかぁ？」

    ひっ！　り、莉央っ！　なにを言い出すのよぉ～っ！

    「どうかなぁ～、触ってみる？」

    男たちがニヤニヤと笑いながら、促すように立ち上がった。五人ともが立ち上がったことで、目の前に肉の壁ができたようで、なんだか怖くなった。陽に焼けた筋肉質の逞しい体躯。黒々とした繁みから覗くのは……覗くのは……。

    あれって……あれって、ペニス……だよ……ね……。

    男の人の性器を初めて見てしまった。目を逸らしたいのにできない。だって、だって、あんなにグロテスクだなんて……。

    「触っちゃっていいんですかぁ～」

    莉央はそう言いながら、一番近くに立っている男のペニスに手を伸ばした。彼女の白くてキレイな手が、あんな芋虫みたいなものを触るなんて……!?

    「だっ、ダメっ！」

    思わずゾッとして、大声を出してしまった。だって、あんな気持ち悪いもの……触るなんてダメだよ……。

    「先輩、どうしたんですか？」

    莉央がキョトンとした顔で、不思議そうにあたしを振り返った。

    「ど、どうって……ダメだよっ！　こんな……こと……」

    すると莉央がニヤリと笑った。

    「先輩ってぇ～、もしかしてバージンですかぁ？」

    「へっ？」

    急になにを言い出すのよっ！

    「じゃなかったらぁ～、ぶりっ子してるとかぁ～？」

    疑うような莉央の視線、男たちもあたしをまじまじと見つめている。

    「ち、違うわよっ！」

    彼女たちの視線に耐えきれず、強く否定してから後悔した。だって、彼女が言ってるのは図星なんだもん。だけど、二十六歳にもなってバージンなんて、恥ずかしくって言えないよ。

    「だったらいいじゃないですかぁ～、ちょっと楽しむくらい」

    「よくないよっ！　彼氏はどうするのっ？」

    彼女には、大学時代から付き合ってるとかいう彼氏がいる。何度か会ったことあるけど、爽やか好青年って感じで、とってもいい人だった。

    「だって、りおわぁ、彼氏とエッチは別派べつはなんでぇ～」

    なっ……なにそれっ！

    エッチって、好きな人とするものじゃないのっ？

    「それにぃ～、どうせ先輩わぁ、彼氏とかいないんだし、りおよりも平気じゃないですかぁ～」

    うっ……確かに……。

    どうせ彼氏いない歴二十六年だよっ！

    内緒だけど……。

    「もうっ、先輩ったら真面目なんだからぁ～」

    莉央は仕方ないなぁ～と首を振った。

    「莉央が奔放すぎるのっ！」

    彼女は声を荒げたあたしを無視すると、細長い指をグロテスクなペニスに絡めた。

    「り……莉央っ！」

    慌てるあたしを面白そうに見ながら、ニヤニヤと笑った。

    「先輩、どっちが早くイカせられるか競争しましょうよ！　負けた方はバツゲームですからねっ♪」

    「えっ？　イカ……？」

    莉央の言った意味が分からずにあたふたしてると、彼女は「よ～い、どんっ！」って掛け声とともに、男の性器を口に含んだ。そして、美味しそうに舌を使って舐め始めた。

    うそぉ～っ！

    あたしは目を見開いて、彼女がしていることを凝視してしまった。

    あ、あんなものを……く、口で……。

    呆然としてると、ゴツゴツした手に顎を掴まれた。ハッとして視線を戻すと、目の前にグロテスクな男のものがっ！

    「ほら彩乃ちゃんも頑張らないと、莉央ちゃんに負けちゃうよ」

    唇に勃起しかけたペニスが押し付けられた。

    「いやぁ……うぶぅ……」

    悲鳴を上げようとして口を開けたとたん、ムリヤリそれを押し込まれてしまった。口の中に生々しい男の肉々しさを感じる。初めて味わうそれは、獣のような匂いと味がして気持ち悪い。ドクンッと脈打ったかと思うと、肉の棒は嵩を増し、驚くほど大きくなった。

    「莉央ちゃんみたいに、舌を使って舐めてくれよ」

    男はそう言うと、腰を動かして、ズルッと引き抜いたかと思うと、再び、グイッと押し込んだ。

    「んん……んぶっ……んぶっ……」

    強引に出し入れをされて、飲み込めない唾液が溢れて滴った。大きく口を開けているせいで、顎が外れそうだし、上手く呼吸ができなくて息苦しい。これって、フェラチオっていうんだよね。友達や雑誌なんかの情報のせいで、変なことばかり覚えてしまってる。初めて知ったときは、一生こんなことしないって思ってたのに……。

    「ふんぅ……うぶぅ……うぶぅ……」

    しちゃってるし……。

    男の人のものが、あたしの口の中にあるなんて……あるなんて……信じられないっ！

    気持ち悪いよぉ～っ！

    「こらこら彩乃ちゃん、こんなんじゃオレ、いつまでたってもイケないだろ。それに莉央ちゃんに負けたらバツゲームだぞ」

    って言われても……、どうすればいいか分からないよ。

    「飴でも舐めるみたいに、ペロペロしてくれればいいんだよ」

    言われた通りに舐めようとしたけど、口いっぱいにペニスがあって、舌を動かすことも困難。なんとか絡めることだけできたけど、そのことでいっそう、男のものをリアルに感じてしまった。ドクドクと脈打つ血管や、キノコみたいなそのフォルム。

    チラリと目の端で莉央を見ると、彼女は頬を上気させて、男のものをしゃぶっている。プックリしたピンク色の唇から、赤黒いものが出たり入ったりしている。その様子はあまりにも卑猥で、それなのに目を逸らすことができない。

    「ああ、莉央ちゃん、いいよ……、すごくいい……」

    莉央にフェラしてもらってる男は、気持ちよさそうに吐息を漏らすと、苦しげな表情になった。

    「もう……達きそうだ……い、達くっ！」

    男が莉央の口からペニスを抜き取った瞬間、ドクンッと弾け、白濁を撒き散らした。それは莉央のカワイイ顔を淫らに汚した。なんていやらしい光景なんだろ……。そう思ってると、莉央が顔を拭ってこっちを見た。

    「りおの勝ちぃ～♪」

    えっ？

    「ってことでぇ～、先輩バツゲームでぇ～っす！」

    えええっ！

    文句を言おうにも、口の中にはペニスがあって、モゴモゴとしかしゃべれない。男は行為をやめる気配はなくって、更に激しく腰を振り出した。

    ずっと口を開けてるせいで顎は疲れたし、苦しいし、もうやめたいよ……。その時、男の「うっ！」っていう呻き声に反応するかのように、ペニスが大きくなったかと思うと、口の中で弾けた。生臭い精液が口いっぱいに溢れ、その味に吐き気がした。

    「うぇぇ……」

    ペニスが引き抜かれるのと一緒に、全てを吐き出してしまった。透明なお湯に白濁が溶けていく。

    「吐き出すなんて、ひどいなぁ～」

    「ご、ごめんなさい……」

    つい言ってしまってから、どうしてあたしが謝らなくちゃいけないのっ！　って気が付いた。

    「先輩、ちゃんとゴックンしなくちゃダメじゃないですか」

    それなのに、莉央が追い打ちをかけるように言葉を継いだ。

    「ご、ゴックンって……こんな汚いもの、飲み込めるワケないでしょっ！」

    「先輩って潔癖症なんだから、汚くないですよぉ～、りおわぁ、ゴックンできますよぉ～。っていうかぁ、ゴックンもできないなんて、先輩ってやっぱりバージンじゃあ……」

    「だ、だから、違うったらっ！」

    「なんてね、でも、バツゲームはしてもらいますよぉ～。だって先輩ってば、りおに負けたんですもんね」

    「そんなの、莉央が勝手に決めたことでしょっ！」

    「怒ったってダメでぇ～っす、ねっ♪」

    莉央が同意を求めると、男たちは「そうだな」と頷いた。

    「やだっ！」

    逃げようとしたけど、すぐに男たちの太い腕に捕まってしまった。もちろん女の力で叶うはずもなく、あたしは囚われの身となってしまった。

    「バツゲーム、なんにしよ～かなぁ～」

    彼女は顎に、人差し指を当てて考えるように小首をかしげた。あの可愛らしい唇から、どんな言葉が飛び出すのか、ビクビクしながら待った。だけど、その間も、あたしを捕まえてる男の腕が気になって、触れ合っている肌が緊張に震えてしまう。

    「彩乃ちゃんは、おっぱい大きいね」

    「えっ？　きゃぁっ！」

    男の手がスッと移動して、あたしの両方の乳房を、ムギュッと鷲掴みにした。コンプレックスでもあるＥカップの乳房は、大きな男の手でも余ってしまってる。

    「めちゃくちゃ柔らかいな」

    弾力を確かめるかのように、いやらしく揉まれると、子宮が疼くような、変な感じがした。

    「や、やめてっ！」

    身をくねらせて男の手から逃げようとしたけど、吸い付いたかのように胸に張り付いていて放れない。

    「すごく気持ちいいおっぱいだね」

    男は耳元でささやくと、強弱をつけてリズミカルに乳房を揉み、乳首を指でクリクリした。

    「あんっ！」

    思わず喘ぎ声が漏れてしまった。

    「彩乃ちゃんって感じやすいんだね」

    見ると男が楽しげに笑っている。

    「そんなこと……」

    否定しようとしたとき、莉央が手を挙げて宣言した。

    「決めたぁ～っ！　先輩のバツゲームわぁ、おっぱいだけで達っちゃうことでぇ～っす！」

    「はぁ？」

    意味が分からず彼女をまじまじ見ると、莉央はニマニマとほくそ笑んだ。

    「だって先輩ってぇ、すご～く敏感そうだからぁ、きっとおっぱいだけで達けちゃいますよぉ～」

    「な、なにを言ってるのよ、そんなことあるわけないでしょっ！」

    「ふふふ、もう決定したんですからぁ～、覚悟してください♪」

    「い、いやよっ！」

    って言ったものの、あたしは男の腕の中にすっぽりと包まれていて、逃げることもできない。

    「ほら、彩乃ちゃん、オレたちに身を任せて、気持ち良くなればいいんだよ」

    どこから伸びてきたのか、多くの手があたしのおっぱいを掴むと、卑猥に揉みしだいた。

    「やぁ……やめ……て……んん」

    男たちの手の中で、柔らかな乳房が様々に形を変える。乳首は痛いほどにコリコリになってしまって、それを男たちの無骨な指が抓むたびに、身体が敏感に反応してしまう。必死に声を抑えてるけど、つい刺激に負けてしまいそうになる。

    「先輩、我慢しないで、気持ちよくなっちゃえばいいのに」

    莉央の興奮に潤んだ瞳があたしを映している。

    「りおもエッチな気分になってきちゃった……ねぇ、しよぉ～」

    「いいよ」

    彼女は近くにいた男に腕を絡めると、濃厚なキスをした。クチュクチュと唾液の絡まる、淫靡いんびな音が聞こえてくる。

    「もっと気持ちよくしてあげようね」

    男はあたしの胸に顔を近付けると、硬く立ち上がった乳首を口に含んだ。

    「ひゃあんっ！」

    せっかく我慢してた声を、悲鳴としてあげてしまった。

    「じゃあ、オレはこっち」

    そう言うと、別の男がもう一方の乳首にしゃぶりついた。

    「あぁんん……だめぇ……だめぇぇ……ひんっ！」

    ぬるぬるした舌が、乳首を転がし、舐めて、吸い上げる。左右、別々の舌使いに、どっちがどっちか、分からなくなっていく。そして、甘く噛み付かれた瞬間、身体の中心でなにかが弾けるのが分かった。

    「……やぁぁんっ！」

    目の前がチカチカと明滅して、全身が痙攣けいれんした。呆然としていると、男がその引き締まった唇を歪めて笑った。

    「おっぱいだけで達ったな」

    えっ？

    これが達くってことなの……。

    「先輩ってぇ、やっぱりエッチぃ～」

    熱を帯びた声に、莉央を見ると、彼女は三人の男たちとセックスをしてた。彼女の白くて長い手足が、屈強な男たちの身体に絡まっているのが、卑猥で艶めかしい。グロテスクなペニスが、莉央のピンク色の蜜口をいっぱいに広げて、出し入れされているのが、チラリチラリと見える。彼女は、口を大きく開けて、垂れる唾液を気にすることなく、甲高い喘ぎ声をあげている。そんな痴態を見て、あたしは身体の奥が、カッと熱くなるのを感じて驚いた。

    ど、どうしちゃったの……あたし……。

    戸惑っていると、力の入らない身体を抱き上げられ、大きく両足を広げられてしまった。

    「へぇ～、彩乃ちゃんのココって、あんまり使われてないみたいだな」

    「でも、赤く潤んでるぜ、早く欲しいんじゃないか」

    男たちはしゃべりながら、あたしの恥ずかしい中心に手を伸ばした。

    「い、いや……やめて……」

    彼らが言ったように、あたしの中心は赤く潤み、パクパクと蠢動しゅんどうしている。

    こ、こんなのあたしじゃないっ！

    どんなに身を捩っても、屈強な男の手にガッチリと掴まれていて、足を閉じることすらできない。その隙に、男の指が蜜口に添えられ、クニクニと弄られてしまった。その上、ゴツゴツした指は器用に花弁を開き、小さな突起を刳り出すと、剥き出しのそれをクリッと押し潰した。その瞬間、今まで感じたことのない快感が、身体を駆け抜けた。

    「ひゃぁぁん……あぁ……いや……そ、そんなところ弄らないでっ！」

    腰をくねらせて逃げようとするんだけど、反対に無骨な指で抓まれてしまった。

    「そんなところって、ココか？」

    嫌がれば嫌がるほど、男はあたしの赤く熟れた突起を、グリグリと指で転がした。

    「あんっ！　だから、ダメって……ひゃぁんっ！」

    「そう言うわりには、気持ちよさそうだなぁ」

    「き、気持ちよくなんか……はぁぁん……お願い、もう、ダメぇ……んん」

    嫌なのに……どうしてこんなに……こんなに気持ちいいのっ？

    あたしの中から、なにかがせりあがってくる。それが絶頂の予感だってことは身体が覚えていた。そのとき、おもむろに男の節くれだった指が、プチュっと蜜口の中に入ってきた。

    「やめてっ！　怖いっ！　そんなトコに指を入れないでっ！」

    大切な場所を触られるのも初めてなのに、な、中に……中に指を入れるなんてっ！

    「ちゃんと慣らさないと、痛い思いをするのは彩乃ちゃんだよ」

    男の指は無遠慮で、あたしの中を広げるように掻き混ぜた。クチュクチュと粘り気を帯びた水音が耳を犯す。

    「やぁん……あぁぁ……いや……っ！」

    「でも、彩乃ちゃんの中、慣らさなくても入りそうなくらい、充分柔らかくなってる」

    なにを……なんて聞かなくても分かってる。でも、ウソだと思いたい。こんな所で初体験しちゃうなんて、それも好きじゃない人とエッチするなんて……いやぁ～っ！

    だけど身体は、もうあたしのいうことなんて聞いてくれない。男たちに愛撫されるたびに、全身から力が抜けていく。ジリジリとした疼きに支配されていくよう。

    「はぁぁ、オレ、もうダメだ……」

    荒い息を吐きながら男が呻くように言った。それと同時に、硬いペニスの先が割れ目に沿って擦りつけられた。

    「うそっ……」

    恐怖に身が竦む。

    「力を抜いてろよ」

    そんなこと言われたってムリだよっ！

    痛みを覚悟して緊張に身体を強張らせたとき、肉を割ってそれが入ってきた。

    「うっ……んん……」

    凶器のようなそれが、固く閉ざされた場所に、強引に捩じ込まれていく。

    「い、痛い……やめ……て……」

    彼の胸を押し返そうとするけど、鍛えられた厚い胸板はビクともしない。

    「ほら、力を抜けって言っただろ」

    ゆっくりと、でも確実に、あたしの中を貫いていく。

    痛みと圧迫感に息が上手くできなくって、苦しい。

    「全部入った。彩乃ちゃんの中、スゲー熱い……オレのチンポが溶けてなくなりそうだ」

    信じられない……。

    あんなに大きなものが、あたしの中に入ってるなんて……だけど、自分の中に熱い塊をリアルに感じる。

    「先輩ってぇ、やっぱりバージンだったんですねぇ～」

    ギクリとして莉央を振り返ると、彼女は少し驚いたような顔でこっちを見ている。

    「え……どう……して……？」

    「だってぇ、血が……」

    彼女の指刺す先、あたしの太腿に赤い血が幾筋が滴っていた。

    「うそ……そんな……」

    バージンだったことがバレてしまって、あたしは消えてしまいたいほど恥ずかしくなった。そんな、あたしを男がギュッと抱き締めた。

    「彩乃ちゃんの初めてを貰えるなんて、光栄だなぁ～」

    その声には、楽しそうな響きが混じっている。

    「先輩どうですかぁ？　初エッチの感想は？」

    「やだっ！　そんなこと聞かないでっ！」

    「まぁ、先輩の顔見たら分かりますけどねぇ」

    「な、なに？」

    「すご～くエッチな顔してるものぉ～」

    「ばかぁ～、もう、見ないでっ！」

    あたしは男の胸に顔を埋めた。

    「先輩ってば、カワイイっ♪」

    クスクスと莉央の笑い声に、恥ずかしさはマックス。その時、男がズルリとペニスを引き抜いた。

    「ひっ！」

    その気持ち悪さに、あたしは仰け反った。でもまたすぐに、ブスリと中を抉られた。

    「う、動か……ないで……気持ち……悪い……」

    「なにを言ってるんだよ、動かなくちゃ気持ちよくなれないだろ」

    そう言うと、男は腰を前後に揺らしてピストンを始めた。ギリギリまで抜き取られ、強く突き上げられる。

    「いいよ、すごくいい……彩乃ちゃんの中、すごく締め付けて、搾り取られそうだ……」

    バシャバシャ……バシャバシャ……男が腰を振るたびに、お湯が弾けて飛沫しぶきを上げる。

    「はん……あぁ……あぁん……あぁん……っ！」

    突き上げられるたびに、淫らな声が抑えられない。何度もリズミカルに挿入されて、痛みは熱へ、そして快感へと変化していく。強い摩擦に、あそこがドロドロに溶けていっちゃいそう。

    男に揺さぶられるたびに、視界が揺れて、空と海が混じる。視界がブルー一色に染まり、平行感覚がなくなっていく。

    「ダメだ……もう……はぁ、はぁ……もう……達きそうだ……彩乃ちゃん良すぎるよ」

    切羽詰ったような荒い息。声には焦りのようなものが混じっている。グンと嵩を増す男のもの。

    「やぁ……大きくしないでっ！　苦しい……っ！」

    「あぁ……達くっ！　達くっ！　達くっ！」

    男はあたしの声なんて聞こえていないみたい。更に激しくなるピストンに、ゾクゾクと背中が戦慄わななき、なにかがあたしの中から溢れてくるようで不安になる。

    「やめてっ！　飛んじゃうっ！　飛んじゃうよぉっ！」

    叫んだとき、「うぅっ！」っと、呻き声と共に、子宮を突き上げるように深くを抉られ、男のものが熱く弾けたっ！

    初めての強烈な快感に、あたしは意識がぶっ飛び、体中の力が抜けてしまった。

    ズルリとペニスを抜き取られる感触に、ハッと我に返った。

    終わった……んだ……。

    そう思って、ホッと息をついたとき、もう一人の男があたしの腰を掴んだ。

    「待ってっ！　まだ達ったばっかり……ひぁっ！」

    蜜口に硬いペニスが押し付けられたかと思うと、ブチュリと淫猥な音をさせてそれが入ってきた。さっきの男のものよりも長くて、信じられないほど深くを抉られ、腰が痙攣したように跳ねた。

    「ひゃぁぁん……ふ、深すぎるよぉ～」

    突き抜ける快感に、おかしくなりそう……。

    「はぁんん……あぅん……あん……あん……あぁん……っ！」

    激しい律動に、絶え間なく淫らな声をあげてしまう。受け止めきれない快楽の波に、溺れてしまいそうで怖い。でも、なにもかもを忘れて、この衝動に身を任せてしまいたい。

    「いいよぉ～、すごい、すごいのぉ～、もっとぉ～、もっとしてぇ～っ！」

    この喘ぎ声が、あたしのものなのか、それとも莉央のものなのか、区別がつかない。

    エッチってこんなに気持ちいいんだ。だからみんなするんだね。エッチは別って言ってた、莉央の気持ちが分かる。だって、もっといっぱいエッチしたい。もっともっと、いっぱいエッチしたいんだもんっ！

    霞む意識の向こうで、真っ赤な夕日が水平線に沈むのが見えた。それは、世界をオレンジ色に染め上げ、とっても、とっても美しかった。

    　

    ★　　　★　　　★

    　

    気が付いたとき、あたしはどこにいるのか分からなかった。目を開けたとたんに、大きな月と満天の星々が、キラキラと瞳に飛び込み、心地良い浮遊感に宇宙を漂ってるようだった。

    「キレイ……」

    つぶやいたとき、耳元で「気が付いたか？」と男の声がした。横を向くと、心配そうな顔がそこにあって、やっと自分が仰向けに、海に浮かんでるんだと分かった。それも素っ裸で。だけど恥ずかしいとは思わなかった。

    「あたし……すごく熱くて……のぼせちゃったのかなぁ～」

    海水は冷たすぎず、ちょうどいい心地良さ。

    「久しぶりで、がっついちまった、すまなかったな」

    周囲を見ると、男たちが楽しそうに泳いでいる。その中に莉央の姿も見える。

    「裸で泳ぐのって、初めて……なんだか解放された気分」

    あたしはクスリと笑って付け足した。

    「エッチしたのも初めてだけど……」

    「えっと……その……」

    「二十六歳にもなってバージンだったから、驚いた？」

    「いや、そんなことは……それよりも、初めてにしては感度良すぎ」

    「それって、淫乱ってこと？」

    「まあ、そうとも言うかな」

    「そっかぁ～、あたしって淫乱だったんだ……」

    自分新発見って感じ。

    「先輩っ！　気が付いたんですかぁ～」

    平泳ぎで莉央が近付いてきた。

    「気持ち良すぎて飛んじゃったんですね、羨ましぃ～っ♪」

    「バカっ！」

    あたしは手を伸ばして、彼女のピンク色のほっぺたを抓った。

    「痛ぁ～いっ！」

    莉央は大げさに悲鳴を上げると、バシャバシャとバタ足で逃げていった。

    その後、あたしたちは、海辺の小さな漁師小屋に案内されて。そこで、今日獲ったばかりの新鮮な魚介類を、ご馳走してもらった。金目鯛の煮つけや、伊勢海老の刺身など、どれもとっても美味しかった。すっごくお腹が空いてたみたいで、苦しくなるまで食べてしまった。飲めないお酒まで飲んでしまって、したたかに酔ったあたしたちは、夜が更けていくのも構わず、楽しい時間を過ごした。

    　

    ★　　　★　　　★

    　

    「先輩っ！　起きて下さいっ！」

    莉央に身体を揺らされて、ムリヤリ目を開けると、旅館の天井が見えた。

    あれ……ゆ、夢……？

    寝ぼけながら身体を起こそうとして、あちこちがギシギシと痛んでびっくりした。

    「う……痛てて……」

    身体を叱咤しつつ起き上がると、浴衣から覗いた足に、赤い痣あざのようなものが見えてドキリとした。

    やっぱり夢じゃなかったみたい……。

    「……」

    「先輩、朝ごはん九時までですよぉ～、早く食べに行きましょうよぉ～」

    莉央に促されて、枕元に置いてある時計を見たら、八時半を過ぎたところだった。

    「う、うん……」

    莉央は、すっきりした様子でやけに元気。

    朝食は大広間に用意されていた。お腹なんて空いてないって思ってたけど、一口食べたら食欲が湧いてきて、結局、ぜ～んぶ完食してしまった。

    帰りの準備を整えて、駅に向かいながらも、いまだにフワフワと夢の中にいるようで、現実味がない。列車内は空いていて、莉央と向かい合わせに座った。ぼんやりしていると、莉央が心配そうにあたしの顔を覗きこんだ。

    「先輩、大丈夫ですか？」

    「うん」

    何気なく返事をしたとき、発車のベルが鳴りガタンと動きだした。

    「今回の温泉旅行楽しかったですね♪」

    彼女は思い出すかのように、窓に頬杖をついてつぶやいた。

    「うん」

    なんだか色々なことがありすぎて、思考も心もついていかない。昨日のことは夢じゃなかった。初めてのエッチをあんな場所で、それも、初めて会った見知らぬ他人と経験しちゃうなんて……。

    「あっ！　先輩、海ですよっ！」

    少し走ると、パッと視界が開け海と空が広がった。昨日見たときと同じ、抜けるような美しい景色。爽やかな風には、潮の匂いが混じっている。穏やかな海には数隻の船が浮かんでいる。と思ったとき、船から男たちが手を振っているのが見えた。彼らは陽に焼けた太い両腕を、大きく振り回している。

    「さよ～なら～っ！　さよ～なら～っ！」

    莉央は、落ちるんじゃないかと思うくらい、窓から身を乗り出すと、船に向かって手を振った。

    「莉央、危ないっ！」

    あたしは慌てて彼女の身体を支えながら、窓の外を見た。船の上から逞しい海の男たちが、笑顔で手を振っている。

    「まあ、いいか……」

    初めてだとか、あんな場所でだとか、知らない相手とだとか。そんなことにこだわっていた自分が、不意にバカバカしくなってしまった。

    「楽しかったね」

    旅行としてはちょっと刺激的すぎるけど、忘れられない思い出には違いない。

    席に戻った莉央はあたしを見て、にっこりとほほ笑んだ。

    「先輩、次はどこに行きます？」

    「そうだなぁ～」

    あたしたちは、温泉が大好きな『温泉ガール』。

    全ての温泉に入るまで、この旅は終わらないのだ。

    　

    　

    （おわり）

    　

    　

    本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページに転載することを禁止します。

    本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

    また有償・無償にかかわらず、本作品を第三者に譲渡することはできません。

    　

    　

    書名　　　　　温泉ガールはエッチが大好き☆

    著者　　　　　みんと

    表紙イラスト　こみね

    発行日　　　　二〇一二年三月発行

    発行所　　　　株式会社オリオンブックス

    住所　　　　　東京都渋谷区渋谷３-５-16
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